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開会 午前１０時００分

○委員長（二ツ森圭吉君） おはようございます。

ただいまの出席委員は１６名で、定足数に達しています。

したがいまして、決算審査特別委員会は成立いたしました。

これより、９月８日の会議に引き続き、本日の会議を開きます。

本日の審査日程は、お手元に配付のとおりです。

審査に入る前に、きのうの決算審査特別委員会において、発言回数について３回までと

いたしましたが、委員会規則にはその規定がありませんので、発言回数の制限はいたしま

せんので、この件に関するきのうの委員長発言は取り消しとさせていただきますので、よ

ろしくお願いを申し上げます。

次に、きのうの佐々木寿夫委員御質問の鳥谷部・底田線道路補修工事に関して、建設課

長より答弁があります。

建設課長。

○建設課長（米田春彦君） 鳥谷部・底田線道路補修工事費についてですが、平成２２年

度は７９万８,８４０円、平成２１年度は１５万５,４００円でございます。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） これより、きのうに引き続き、平成２１年度七戸町一般会計

歳入歳出決算書の審査に入ります。

１８０ページ、９款１項１目常備消防費から、１８６ページ、１０款１項７目奨学金費

まで発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、１８８ページ、１０款２項１目学校管理費から、１９

４ページ、１０款４項１目幼稚園費まで発言を許します。

２番委員。

○委員（佐々木寿夫君） １９４ページ、３項２目要保護及び準要保護生徒援助費につい

てお伺いいたします。学用品費が５０５万円と出ているのですが、昨年度はこれは半分の

３００万円程度であったのですよね。だから、なぜ２１年度になって、２０年度よりこん

なにふえたのかということをお伺いしたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） 学務課長。

○学務課長（附田繁志君） お答えいたします。

要保護及び準要保護児童保護生徒援助費、学用品等がふえているということでございま

すけれども、これは前年度と比較した場合、人数にして２０人、金額にして１４２万２,

７４３円ふえています。これは人数の増による分と、また、修学旅行対象者が１９人ふえ

ていると、この理由によるものでございます。

以上です。
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○委員長（二ツ森圭吉君） ２番委員、どうぞ。

○委員（佐々木寿夫君） 父母の生活が困難になってきているときに、就学援助費という

のは非常に大切なことで、２２年度からは４分の３に削られましたね。だから、そういう

中で、学校にかかる諸経費などで困る家庭も出て、子供もいると思うので、それらに対し

て手厚く保護できるような体制をこれからも考えていかなければならないと思います。意

見です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、１９６ページ、１０款５項１目社会教育総務費から、

２０４ページ、１０款５項７目生涯学習振興費まで発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、２０４ページ、１０款５項８目コミュニティー推進費

から、２１０ページ、１０款６項３目中央公民管理費まで発言を許します。

２番委員。

○委員（佐々木寿夫君） ２０４ページ、９目文化財保護費の二ツ森貝塚管理計画算定準

備委員報酬というのが２万５,０００円支出されているのですが、これは予算では８万円

だったのですよね。だから、この準備委員会の報酬というのは、どのように使われ、どの

ような計画の準備がされたのか、お伺いしたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（鳥谷部 宏君） お答えします。

二ツ森貝塚は、皆さん御存じのとおり、平成１０年に国の史跡指定を受けております。

その貝塚の保存管理計画を策定するために、考古学を専門とする弘前大学の名誉教授を初

め、５名の委員を委嘱して準備委員会を立ち上げました。

準備委員会での内容でございますが、第１回の開催において、史跡二ツ森貝塚の概要

と、これまでの経緯について説明をいたしました。そうしましたところ、県文化財保護課

から、世界遺産の構成資産となっている二ツ森貝塚の保存管理計画が、県が定めることと

なっている世界遺産登録に向けた縄文遺跡群の包括的保存管理計画と整合性のとれないも

のとなっては困るので、慎重に対応していただきたいという指導もあり、昨年度は第１回

の開催にとどめました。ということで、３回予定していたのですが、１回で終わったとい

うことで、２万６,６００円で決算しております。

以上でございます。

○委員長（二ツ森圭吉君） ２番委員。

○委員（佐々木寿夫君） 二ツ森貝塚は、世界遺産登録の場所に、県で指定している場所

になっているのですよね。見た感じ、あそこを見ていると、物すごく壮大な規模の貝塚に

素人目にも見えるのです。そうすると、あの辺に対して、あの二ツ森貝塚についての試掘

とか、さまざまなことを考えていかなければならないと思うのです。
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ただ、県のほうで、それをやるなということであれば、それはあれですが、県と打ち合

わせをして、一刻も早くこの二ツ森貝塚の全体の調査などはする必要があると思います。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

１６番委員。

○委員（白石 洋君） ２０４ページの１３節、委託料のことですが、ただいまの質問が

あるわけですが、二ツ森貝塚の史跡の管理委託料を計上しているわけですが、これはどう

いったところに管理委託料をお願いしているのかと同時に、その下、七戸城址の買い上げ

をしているところにも管理委託料等もあるわけですが、例えば、七戸城址の場合には、試

掘したもの等についての管理等については、西野の学校の跡のところにやっているわけで

すが、これもどんどん掘るばかりで、いわゆる復元を含めてどのような整理をしているの

か。そして、二ツ森貝塚であれ、七戸城址のあれであれ、掘ったり何かするというのも限

界というのか、あれ、どんどん掘りっぱなしになっていくものか。何ていったって面積が

広いものですから、時が来れば草刈りもしなければいけないし、そういう復元作業にも入

らなければいけないし、その復元したものは一体どこにどうおさめていくのかということ

等もあるわけですので、その辺は一体どうなっているのかということと、それから、先

般、委員会でも遺跡調査ということ等もありまして、青森のほうに出かけてあちこち見て

きた経緯もあるのですが、二ツ森貝塚に寄せられるいろいろなことについては、相当なス

ケジュールの中でいろいろな計画をなされている一つに入っているわけです。ですけれど

も、いってみればごらんのとおり、あそこのところに昔暮らした先住民の住まいがあった

りとかということで、平らな草地になっているような感じしかないわけですが、あれを世

界遺産に登録されて、遺跡を持っている七戸町の役場としての対応の仕方などというの

は、これはどうなっていくべきなのか。しかし、そうは言いながらも、説明を聞きます

と、それは町そのもので、いろいろな経費やら何やらをかけて、そしてやらなければなら

ないという話も聞いておりますので、あれに金をかけていくとなれば、かなりの金が必要

だと思いますが、その辺の対応というのは今後に向けてどのようにしていこうとしている

のか、お尋ねをしたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（鳥谷部 宏君） お答えします。

まず、初めに、二ツ森貝塚史跡公園管理委託料の件だと思いますけれども、これは地元

の貝塚集落の人たちで構成する二ツ森貝塚遺跡保存協力会なるものがございます。そこに

週２回、４月から１１月までですけれども、火曜日と金曜日、あそこに公衆トイレもござ

いますが、トイレの清掃とごみ拾い、あと、役場の職員で草刈りできない部分、整地して

いない部分ですけれども、それらの草刈り、それからトイレの清掃、それから縄文の復元

住居の薫蒸の作業を週２回行っております。それから、今まで発掘された、多分、土器、

遺物の件だと思いますけれども、七戸城跡の発掘のやつはほとんど西野の学校に復元して
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展示してあります。二ツ森も同じく、復元して展示はしてあるのですが、復元し切れない

ものが、旧保健所の建物の中に入っております。あの建物は、県から借用しているのです

が、今年度いっぱいで返還するというふうになりまして、その土器をどこに持っていけば

いいのか、今、頭を悩ませているところです。発掘した土器のかけらを復元できれば一番

いいのですけれども、余力がないといいますか、そこまでやっていません。

それから、二ツ森の今現在の国指定史跡に約３.６ヘクタール指定してございますが、

今年度も保存管理、それから利活用をどうしたらいいのかということを方向性づけするた

めに、検討委員会を立ち上げています。

以上でございます。

○委員長（二ツ森圭吉君） １６番。

○委員（白石 洋君） 最近、何でもかんでも委員会を立ち上げているということ等が、

おたくの課ばかりではないですよ、いろいろな課でいろいろな問題が出れば、確かに多く

の方々からいろいろな意味でいろいろな考えをちょうだいしながら、いわゆる知恵を出し

合いながらいい方向に向かっていこうということの意義は重々わかるのですが、こうして

いきたい、こうしようという基本的な理念は、やはりどの課でも持って、そうした上でし

ないと、ただ漠然と委員会を立ち上げて、それにお任せするというようなことと、任せる

というのはちょっと変ですが、そういうことだけに頼るのではない方向でいく必要がある

のではないかと。そうでないと、必ずそうした方々に報酬を払うとか、いろいろなことを

するわけですので、これはたまったものでないですよ。やはり、ある程度のことについて

は一つの方針を持ちながら、一つの目的、目標に向かって進んでいくのが、私はそれが賢

明な策ではないかなと思うのですよ。

とりわけ、今、県からお借りしているものや何かについては、お返ししなければならな

い時期が来ているという問題は、非常に大事な問題であり、町にとっても大きな宿題に

なってきているわけです。その辺なんかについては、町長はどのように考えて、それを処

理しようとしているのかお尋ねをしたいし、それから、せっかく掘ったものを、こうして

暑い日が続く、あるいは、雨が降って湿度が高いとかということになれば、焼いた焼き物

であってもぼろぼろになっていく可能性も十分あるわけですよ。ですから、掘り上げたも

のの中で、これが大事だなと、これこそはというものについては、ある程度の形の中で、

少しずつでもいいから復元をきちっとした上で、その方向に向かっていくことが私は大事

ではないかなと。そうでなければ、ただ面白半分にどんどん掘れ掘れわんわんではないけ

れども、そういう形ではまずいと思うのですよね。宝の持ち腐れになりますので、今ここ

でいろいろなことをしゃべってもあれですが、十分踏まえた上で、私はこのことについて

は検討していただく余地があるのではないかと思います。

特に、今、１点目、町長にお尋ねしたいのは、借り上げしていたもの等についてお返し

をしなければならないとう状況にあるということですので、その対応をどうしていくの

か、そのことだけお答えをいただきたいなと思っております。
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○委員長（二ツ森圭吉君） 町長。

○町長（小又 勉君） 二ツ森貝塚の３.６ヘクタール、あれは全部発掘をして、出たも

のは土器のかけらであるとか膨大な量になっています。復元できるようなものはほとんど

復元して、あと、するためには、相当、全体からいけば物が足りないと、足りない部分は

足りないなりにやるのですけれども、復元し切れないといいますか、そういったものが実

はかなりの数に上っているということなのです。もちろんこれは捨てるわけにはいかない

ということですし、全部とっていると。その数が相当多いということです。

今、苦慮していると言っていますけれども、その辺、これからの検討ですけれども、な

いわけではないなというふうに私は今感じておりますけれども、心配されないように、そ

ういう対応はしていきたいと思います。

それから、もう一つの委員会ですけれども、実は世界遺産に登録するための暫定リスト

に、今、一応入っています。それをもっと一段進めるために、いわゆる専門家によるちゃ

んとした管理保存計画が必要だよということでありまして、これも今、とりあえず１回の

会合ということで、これは県と整合性を持ちながら進めるということになっていますけれ

ども、実は、それをやるためには相当な判断が必要だと思っていますのが、いわゆる西側

に広げなければならない、あそこです。そうすると、集落に入ります。それがほとんど町

の予算的な対応ということになる。保障なり、あるいは土地の買い上げなり、相当な額に

なります。ですから、果たして世界遺産に向けての県、あるいはそれを構成している遺跡

群の皆さん方の対応もにらみながら、これから検討しなければならないというふうに思っ

ています。

それから、もう一つが、原則は埋めて保存ということでありまして、できればわあっと

派手なものを展示する施設を建てたらいいのでしょうけれども、それもなかなかままなら

ないということで、これも非常に難しいこれからの方向づけになろうかと思いますが、そ

の辺は動けばそれなりの相談をしながら進めていきたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） １６番委員。

○委員（白石 洋君） わかりました。ただ、県からお借りしているところに物を置いて

いるとこは、そろそろ解消してくださいということで苦慮しているという答弁を担当課が

しているものですから、それは大変だと、これについてどうするのと、こういうことをお

尋ねしているのですよ。

○委員長（二ツ森圭吉君） 町長。

○町長（小又 勉君） だから、苦慮しているというのはわかりました。置く場所ですか

ら、町内のそういった施設、今、いろいろ検討して勘定はしていますけれども、ないわけ

ではないなというふうには思っていますが、その辺も担当と改めてもう１回相談を受け

て、これはどこかに置かなければなりませんので、返すというのはもう決まっていますの

で、これは万全を期していきたいと思っています。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。
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１４番。

○委員（田島政義君） 前から、保健所跡地については、新幹線対策特別委員会とか合併

特別が入ったときから、県で買っていただきたいというのがあったのですが、電気自動車

も買っていろいろありますからお金が、ですから、そういうのであれば、せっかくの一等

地ですから、安いのであれば私は買ってほしいのと、それから、もう一つは、今、町長

は、二ツ森貝塚は建てられないし、七戸の遺跡も建てられない、史跡も建てられない。

私、お願いして、掘ったものを保存できないものは、何かの形で城の平面図だとか、そう

いう土器の塚みたいなのをつくって、土の中に戻したらどうだろうというのを、文化庁の

話で、それなら建物を許すのではないかなと思うのです。おそろしいあの見てもわかると

おり箱に入れて積んでおく、ただ積んであるわけですよ。見る人もないわけですから、

ただ積んでおくだけですから、だったら掘ったところの全部が埋まってありますよという

のを、何とかそういうふうにならないものかなと思って、余りにも幼稚な考えかもわかり

ませんが、その辺は相談してみたら、ここに行けば全部のを見れるとか、そういうのがあ

るのですが、それだと経費もかからないし、あれは建物の中に入って保存しておくという

のは莫大な建物がなければならない。西野の学校だって、本当にただあれ積んでいるだ

け。復元したのは見ているけれども、あの箱に入ったのはだれも見る人いないでしょう。

復元不可能なものまで入れておくのだから。立派な防音校舎の中に、ただ置くのですか

ら、ああいうのを何とか土の中に埋めていく。六ヶ所は金が来るから、六ヶ所は原燃は全

部土の中に埋めるのですが、あれみたいな感じだと保存もいいでしょうし、もとに戻せば

そこの土になじんでいるものですから、そういうのというのはどういうものですか、教え

てください。

○委員長（二ツ森圭吉君） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（鳥谷部 宏君） 二ツ森貝塚も七戸城跡も国指定史跡で、建物を建てた

りとかそういうことは、現状変更許可とってすぐできないことになっています。掘り上げ

た、発掘した遺物については保存ということなのですが、野ざらしだと風化してしまうの

で、雨風が当たらない場所に保存という形に。ですから、穴を掘って土をかけて戻すので

はなくて、地下室といいますか、指定地以外であればそれも可能かなとは思っておりま

す。

いずれにしても、二ツ森貝塚の土器ばかりではなくて、やぐらの交通安全建設課の歩道

設置のときに出た土器も西野にパレットに入れて積んであるのです。膨大な量です。復元

できれば、そういうスタッフがいてできればいいのですけれども、なかなかそこまで手が

回らないと。かといって、投げるわけにもいかないので、とりあえず部屋に入れている状

況でございます。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） 次、６番。

○委員（田嶋弘一君） ２０７ページの１目の体育協会の補助金のところでお聞きいたし
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ます。補正でバスを買うようになりましたけれども、昔、合併後に私も借りにいったこと

がありました。そのときに、体協のほうで、子供のことで遠征に行きたかったもので、

ちょっと遠出ということだったら、古くてちょっと無理かなというふうに言われたのと、

また、その日、あいていなかったということを記憶しています。

それで、今、父兄からの一つの声として聞いていただきたいと思います。住民の声とし

て、まず一つ、議員がいる補助団体に緩和され、私はそうでないというふうに思っている

のですけれども、また、私自身も援助団体の中の役員を務めているものですから、まず、

町のためにと思って頑張っているのですけれども、このたび体協のバスのことで耳に入っ

た方からの話なのですけれども、遠征バスとして小中学校でスポーツバスを利用して、平

日は役場で使い、理想的に思ったのですけれども、合併後、行革を進めるために、古いバ

スを廃車ということで、新しいスポーツバスが使えなくなった現状で、今はまだ子供たち

の父兄たちがもとに戻り、一般の会社にお願いしてバスを利用している状況であります。

ところが、父兄からの言い分ですと、大人が使うバスがあって、何で子供が使うバスが

ないのという話であります。これをどのようにしていくかというと、できれば今のスポー

ツバスも体協のほうからおふれを回して、小中使えるような方向をとれるものかというこ

とを一つお聞きいたします。

この間の臨時議会のときに、スポーツ課長のほうから、１９年度から３年間、積み立て

をしてきたというお話がありましたけれども、課長から見て経理が遵守しているのかなと

いうふうに、どのように思っているのか二つ聞きたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） 田嶋弘一委員にお答えいたします。

まず、体協でバスを持っているわけですけれども、スポーツ少年団も使えるように開放

をしております。それが一つ目です。それから、積み立ての件ですけれども、基金という

ことで予算に示した中で補助申請を行っております。それで、補助金の交付決定をいただ

いておりますので、正解であるかなというふうに感じております。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ６番委員。

○委員（田嶋弘一君） 利用バスの件で、では、お聞きしますけれども、みんなにそれ、

小中学校の方に周知している。例えば、今、育成の話をしているのだけれども、小中学校

の父兄の方々が全員知っているかといえば、そうでないように思えるし、去年も利用的な

もので３９回使っているということですけれども、その中でお聞きしますけれども、ス

ポーツ少年とか小中学校の遠征の件で利用した回数ってどれぐらいあるのですか。あと一

つ、経理的に遵守されているといえば、私から何も言うことがないですけれども、行革を

進める中で皆さんが今までやってきたことといえば、まず、紙を両面コピーまで使って行

制改革せよということであったはずです。また、昨年の９月２５日に、議員の監査委員、

また、役場側からの監査委員から一つの問題があるということで、おふれが回って、全課
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長にこれからのことの監査をしっかりやってくださいということをお聞きしておりますけ

れども、私にしてみればちょっといかがかなと思うのですよ。でも、両面コピーまでやっ

ているのですから、これからの補助団体に関しては、総務課長がみずからもっとびしっと

した形で進めてほしいと思います。

それともう一つ、今のバスの件ですけれども、できるだけおふれを回して、みんなが使

えるような形をとっていただきたいなと、そういうふうに思っていますけれども。

○委員長（二ツ森圭吉君） スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） お答えいたします。

まず、スポーツ少年団関係ですけれども、利用回数ということでございますが、２０年

度は５回、それから２１年度は３回でした。それから、体育協会バスということになるの

ですけれども、スポーツ少年団等の会議においても利用できるということで周知を図って

おりますので、よろしくお願いしたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） ６番委員。

○委員（田嶋弘一君） 何回使っているの。

○委員長（二ツ森圭吉君） スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） ２０年度において５回、２１年度において、スポー

ツ少年団で使っているのが３回でございます。

○委員長（二ツ森圭吉君） ６番委員。

○委員（田嶋弘一君） スポーツ車として役場が持っていたときには、結構な時間帯で回

数を使われていました。そういうふうに言われれば、そうだと言われれば、そういうふう

になりますけれども、父兄の方は耳に入っていないというふうに、私、記憶にあるのです

けれども、周知していると言うのですけれども、私から見れば届いていないように感じる

のですけれども。

○委員長（二ツ森圭吉君） スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） スポーツ少年団の関係、各学校が主に生徒でしたの

で、これから学校等にも周知していきたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時３２分

再開 午前１０時３３分

○委員長（二ツ森圭吉君） 休憩を取り消し、会議を開きます。

スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） お答えいたします。

バスそのものが古くて、以前に岩手県で故障しまして、修理費と回送費でかなり費用が

かかった経緯があって、その後、県外への貸し出しはしないということにしております。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ６番委員。
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○委員（田嶋弘一君） それは、さっき私が答弁したとおり、借りにいったら古いという

ことで、それしか知識がないもので、この間の補正のときに体協でバスを買うということ

の補正を組んだでしょう。それでやって、今聞いたら古くて使えない。ということは、ま

だバスが、予定としては補正でおりたのだから、ことし買うということですよね。

○委員長（二ツ森圭吉君） スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） 補正予算が決まって、そこからスタートしておりま

す。中古バスですので、なかなか意に添うようなのが見つからないというのが現状ですけ

れども、今、候補として２台ぐらい見つかりそうなので、これから確認していきたいとい

うふうに思っております。

○委員長（二ツ森圭吉君） ６番委員。

○委員（田嶋弘一君） なるべく急いでください。それと、今、課長から、遵守している

かという話の中で、行革の話でしたけれども、これ以上話はしませんけれども、きのうも

総務課長に行革の件で、私、話をしました。ということで、監査委員からも同じ話が、議

員監査委員、役場の監査委員のほうから、９月２５日のことでおふれが回っていますの

で、私から見ればちょっといかがかなと思うのですけれども、これから一生懸命行革に努

めていただきたいなと、そのように思っています。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

１６番委員。

○委員（白石 洋君） 県民駅伝のことで、予算が２０９ページのところに載っているわ

けですが、８４万９,４１４円という形で載っているわけですが、このたびは昨年に比べ

て二つほどランクは下げましたけれども、大変な努力だったし、大変な暑さの中、本当に

すばらしい走りをしたなと、私は応援していてそう思いました。

ところで、この８４万何がしのお金について、これは中身をちょっとお伺いしたいので

すが、これは県なり、みち銀さんが結構なスポンサーになっているような感じも、あれを

見ていてありましたものですから、その中身のことはどうなっているのか。

それから、東北町さん、このごろは南部町さんが出てきましたけれども、これは速い選

手がそろえば、当然いい成績をおさめるということはそのとおりなわけですが、もう少

し、例えば東北町さんあたりでどれぐらい経費というのですか、金をかけておられるの

か、その辺も、人もさることながら金の問題もあるのではないかという気もしているもの

ですから、その辺、何か調べてみたりしたことはございますか。あったら教えてくださ

い。この２点をお伺いします。

○委員長（二ツ森圭吉君） スポーツ振興課長。

○スポーツ振興課長（小原信明君） まず、県からの補助金ということで、６万円いただ

いております。これは強化費ということで、それのみです。

それから、近隣の町村でどのぐらい金かけているのかという話ですけれども、東北町さ

んでは、はっきりしませんけれども、たしか２００万近くかけているかなというふうに感
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じております。はっきりはいたしませんけれども、記憶ですとそのぐらいかなというふう

な思いがあります。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） １６番。

○委員（白石 洋君） 東北町さんで２００万ほどかけているのだと、こういうことです

から、それなりの熱を込めた選手の強化、育成とかということについてだと思いますが、

町長どうですか、８０何がしで強化費が県から６万円ほど来ているという話ですが、心強

い話ですが、その辺で、金だけが云々ということではありませんけれども、財政も厳しい

から何とも言えない面があるかもしれませんけれども、もう少し足して頑張っていただく

というようなことも必要ではないかなと、こう思って、その辺はどのようにお感じになっ

ておられますか。

○委員長（二ツ森圭吉君） 町長。

○町長（小又 勉君） こういうスポーツは、成績次第では町民に夢を与えるというふう

に思っています。東北町は駅伝の町と、それを加味してやっていますから、相当気合いが

入っていると思いますが、その辺も参考にしながら、果たして経費面のハンディがあるの

か検討しながら、次年度に向けて検討してみたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、２１０ページ、１１款１項１目現年災農地農業用施設

災害復旧費から、２１８ページ、１４款１項１目予備費まで発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） それでは、一般会計全般にわたる発言を許します。

１２番。

○委員（松本祐一君） ５２ページの町税のことでお尋ねします。収入未済額が１億６,

２００万ですか、こういうふうにたまってきております。というのは、やはり経済がこう

いうような不景気、それでリストラされたり倒産したりということで、事情がわかるので

すけれども、これを何とかしないといけないと思うのですよね。それで、単年度の２１年

度の課税分が３,４９７万ということで、３,５００万も未納だということです。ですか

ら、これはゆゆしき問題かなと、そのように思います。

それで、徴税の納付は、固定資産税は、５月、７月、９月、１１月に納付しますよね。

町税は、６月、８月、１０月、１２月に納付します。国民健康保険税も、７月から１２月

と納付するわけですけれども、町の行政の年度末は３月なはずです。だから、これを町民

の方はよく言われるのですけれども、これを３月まで月の負担を低くしてもらえないか

と。これはどうなのですか、条例を改正すればできることなのでしょうか。その点をお尋

ねします。

○委員長（二ツ森圭吉君） 税務課長。
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○税務課長（花松了覚君） お答えいたします。

まず、税の納期なのですが、現在、町民税、固定資産税、それらについてはかぶらない

ように設定されていますが、問題は７月から１２月までの国保税にあると思います。この

間、７月から１２月まで毎月二つの税金を納めなくてはならないということで、負担に感

ずる方も多いかと思います。

まず、納期についてですが、条例によって変えることはできます。問題の国保税の納期

についてですが、管内の様子を見ますと、７月から２月までの８期で納めているところが

５市町村、７月から１月までの７期で納めているところが２町、６期で設定しているとこ

ろが２町村あります。七戸町は、７月から１２月までの６期となっています。こうした動

きは、介護納付金分や、後期高齢者医療支援分と国保税の負担がふえてきているというこ

とが背景にあると考えられます。

確かに納める回数がふえることにより、１回の納付金額は少なくなり、納税者の負担は

幾らか軽減されます。かといって、それが収納率の向上につながるかというと、必ずしも

そうとは言えないようです。管内の国保税の収納状況を見ますと、８期に設定していると

ころの平均収納率は８７.９５％、７期に設定しているところは８９.５４％、６期に設定

しているところが８９.３２％となっております。ちなみに、七戸町は９２.７４％となっ

ています。ただ、こうした厳しい経済状況の中、納税者の負担を少しでも軽減するために

も、他市町村の取り組み状況を参考にしながら、今後、前向きに検討していきたいと考え

ております。

以上でございます。

○委員長（二ツ森圭吉君） １２番。

○委員（松本祐一君） 条例改正すれば、７期でも８期でもできるのだという説明でし

た。かといって、そうしたからといって徴収率が上がるかといえば、今の説明だと上がっ

ていないように見えますけれども、これからどんどん経済状況は厳しくなると思うのです

よね。できましたら、月の負担を減らしてもらえれば、これからの時代は、私は月の負担

を減らすべきだという考え方です。これから上向きの経済なんて求められませんから、私

はでき得れば、３月が年度末で事務的に忙しいとなったら、１月、２月まで考えて納期を

延ばしてほしいと、そのように思うのですけれども、町長はこの点どのようにお考えで

しょうか。経済がよければ、私、これでいいと思うのですけれども。

○委員長（二ツ森圭吉君） 町長。

○町長（小又 勉君） その辺、実際、納税者からの意識というのを、改めてもう１回お

聞きしてみたいと思います。今、課長の説明では、収納率には必ずしもつながらないとい

うことでありますけれども、１回の負担額の軽減というのが、もしそういう意識が多いと

いうのであれば、それも一つの選択肢になるかと思いますので、その辺は次年度に向けて

検討させてもらいます。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。



－ 14 －

８番。

○委員（三上正二君） きょう初めて今議会に来ましたので、その前のときに、今、私が

聞くことが討議されているのであれば、教えてもらえれば助かります。

というのは、前にも話をしたことがありますけれども、各種いろいろな団体に補助金が

出ているのですよね。例えば、文化なんかもそうでしょうし、それから、商工会もそうで

すし、いろいろなスポーツ関係、それから文化協会関係があるのですけれども、例えば、

一つしかないのであれば、これは比べようがないのですけれども、類似団体、何団体もあ

るでしょうけれども、そういうときに、前に公民館の館長さんからも聞いたことがあるの

ですけれども、補助金を出す基準というのですか、例えば、たくさん団体があれば人数も

あるでしょうし、事業例もあるでしょうし、自己財源とかそういう形もいろいろあると思

うのですけれども、どういう形の中で査定して補助金の額とかそういうのは行われている

のでしょうか、教えてください。

○委員長（二ツ森圭吉君） 暫時休憩しいます。

休憩 午前１０時４７分

再開 午前１０時４７分

○委員長（二ツ森圭吉君） 休憩を取り消し、会議を開きます。

企画財政課長。

○企画財政課長（楠 章君） 全般にわたるということですので、査定のことが出ました

ので、企画財政課のほうからお答えしたいと思います。

まず、補助金の取り扱いにつきましては、合併後、行財政改革の中で補助金のあり方に

ついて、両町村の取り扱いもばらばらといいますか、ある程度違いがあったということも

ございましたので、行財政改革の中で取りまとめをして、まず、共通したやり方で進めま

しょうというのが第一段階でございます。それらに基づいて、急に変えるというのも、各

団体の活動に支障が生じるおそれが大きいということで、まず、第一段階としては考え方

を整理して、各課、各団体共通の認識を持っていただきましょうというのが、まず、第一

段階の主な眼目でございました。

第一段階が終わりまして、これから第２段階に入るわけですけれども、予算要求につい

ては各課所管の団体の取りまとめをいたしまして、当然、内容を精査していただいた上

で、まず予算要求をしていただくと。財政担当のほうとしては、事業の内容と第一次の行

財政改革での中で、眼目と大きな課題となりました繰越金の額、例えば、ある団体におい

ては、補助金よりも多い繰越金があったとか、さまざまな各団体によっては、そういうも

のも見られたということで、まず、多額の繰越金のあるものについては、補助金の減額な

り事業費の増なりで対応して、ある程度の統一したものでやっていただきたいというふう

なことを眼目として査定をしてございました。ですから、そうでない団体については、事

業が減ったとかというのでないと、予算要求どおりがほとんどだというふうに、私はそう

いうふうに認識してございました。
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以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ８番委員。

○委員（三上正二君） 大体わかりました。ただ、その課によって、共通の認識は持った

と思うのですけれども、一つの例を挙げると、例えばこれから行政だけで町内にあるすべ

てのものをやるというのは、なかなか難しいと思うのですよ。当然として、地域住民の

方々から協力も求めるし、ボランティアとかそういうのがあると思うのですよ。だけれど

も、ただ、ボランティアといっても、例えばすべてが無料ボランティアもあるし、有料ボ

ランティアというのもあると思うのですよ。そういう意味合いにおいて、例えば、各地域

で、天間では分館活動、七戸では町内会とかいろいろなのがあるのですけれども、そうい

う形で補助金を差し上げるというのは、これは私は賛成なのですよ、基本的には。ただ、

その中身において、事業の繰越金がいっぱいあるのだと。ただ、それだけではないと思う

のですよ。繰越金があっても、その事業の内容が、一生懸命自分たちの自主財源をためよ

うと思ってやった形があれば、それは繰越金があったって一向に差し支えないわけです。

自分たちの自主財源ですから。そういうことではなくて、例えば、一つの例をとります

と、天間の場合、七戸は四つしかありませんけれども、事業の形の中で人数が２００人の

会員がいるところもありますでしょうし、何十人しかいないところもあるでしょう。それ

から、事業量が１０やるときもあれば、五つしかやっていないところもあるでしょう。こ

れは子供会とかそういうのもみんな同じだと思うのですよ。そういう形の中で、例えば町

長さんは前に農協の組合長さんもやっているからおわかりでしょうけれども、例えば農協

青年部の補助金、助成金あたりは、県全体の形の中で、会員割、単組割、そして一つの組

織幾らという形と、人数が幾らという形と、それから事業の内容という形の中で査定され

てきたと思うのですよ。だけれども、前回でも中央公民館長にも言ったけれども、見直し

そろそろしなければならないというお答えをもらっているのですけれども、そういう形が

どういうふうな形で、これは文化とかそういうことではなくて、すべての団体に言えるこ

となのです、全課に言えることだと思うのですよ。その辺の形はどういうふうな討議をさ

れて、どういうふうな形になっているのか、それを知りたくて今お伺いした次第です。

○委員長（二ツ森圭吉君） 暫時休憩します。

休憩 午前１０時５２分

再開 午前１０時５５分

○委員長（二ツ森圭吉君） 休憩を取り消し、会議を開きます。

８番。

○委員（三上正二君） 今、休憩中に説明を聞きました。大体はわかりました。ただ、誤

解しないでください。今、分館のことがわかりやすいから例に出したものであって、例え

ばそういう形のものが全体の各課によって、いろいろな補助団体とか農林課の関係でもい

ろいろなのがあると思うのですよ。そういう形の中で、一番最初に財政課長が言いました

共通認識という形の中で、そういう形の中で物事を考えてもらいたいと。これは、例えば
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商工観光課では、祭とかそういういろいろなイベントをやるのも、旧天間地区、それから

旧七戸地区の形の中でも差はあると思うのですよ。なかなか難しいと思うのですけれど

も、考え方としてはそういう形の中で方向性に向かっていると理解してよろしいでしょう

か。よろしければ、そのままでよろしいです。

○委員長（二ツ森圭吉君） 町長。

○町長（小又 勉君） これからのことでは、一つの町になりまして、さまざまな違いは

あるけれども、それを乗り越えて何とか統一した方向にいきたいと、これは大原則になる

と思います。それから、実は、交付税の見通し、ことしは例えば３％減るのではないかと

いうことになってくれば、そういう中でも一律何ぼという我慢はしていただきました。そ

れがある程度また回復してくれば、やらざるを得ないというか、そういったものにある程

度戻すといいますか、切ったサービス、ちょっと我慢してくれというのも、ある程度の検

討の余地というのはあってくるというふうに思っていますから。将来は、とにかく一つの

方式に統一して進めていくということには間違いないと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

６番委員。

○委員（田嶋弘一君） １５９ページと１５７ページが、二つ一緒の形でお話を聞きたい

と思います。牧野組合のことで質問をさせていただきます。今も天間林牧野組合と町営牧

場の件があるのですけれども、合併して同じ牛飼いしている中で、できれば私、町営牧野

組合の管理経費の中に天間林牧野組合を含めた形の予算計上のほうがいいように思えるの

ですよ。いわば、町営牧場の牧野組合の中から満杯だということで、七戸の方々も天間の

牧野組合と一緒になって別な場所に放牧しているのですけれども、これを一つの形の中

で、町営牧場から満杯になったということで、例えば他の放牧地に放牧するという形をと

ることはできないのですか。

○委員長（二ツ森圭吉君） 農林課長。

○農林課長（神山俊男君） お答えします。

町営の石倉山の放牧場と、それから、畜協の八幡岳の放牧場の絡みだとは思いますけれ

ども、現在、町営の石倉山の放牧場のほうは１２２頭放牧してありまして、ほぼ満杯状態

という現状であります。他方、畜協の八幡岳の放牧場につきましては、七戸町の牛だけで

はないのですけれども、全体で、今、４０頭放牧していると。そのうち、七戸町の牛が２

７頭、この２７頭全頭が天間林地区の方の牛ということで、七戸地区の牛がゼロ頭という

現状でございます。その中で、当然、町営の石倉山の牧場に、１２２頭と天間林地区の、

現在、八幡岳に行っている２７頭を受け入れるような草地といいますか、キャパといいま

すか、それが可能であれば、これは町営牧場でありますので何ら問題はないと思いますけ

れども、受け入れる容量が１１０頭台から１２０頭台でもう限界だという現地の草地の関

係から伺っております。その中で、牛を一つの農家で両方に分散すれば、牛屋さんも両方

牧場に行って牛を見たりする管理の問題でありますとか、また、両牧場にそれぞれ利用組
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合をつくってあって、その中で牛屋さんがそれぞれ会費的なものを出して運営している現

状でありますので、また、牛が分散したり、だれだれさんのがそっちという部分もあっ

て、なかなか石倉山で希望の全頭受け入れる容量がない、規模ではないということが一番

原因になっているかとは思いますけれども。

また、料金関係の部分についても、若干、畜協の八幡岳と町営牧場と微妙に違う部分も

ございますので、この辺もまた問題といいますか、そういう部分でもあります。その中

で、予算を一つにできないかということでありますけれども、１１目のほうは町営牧野石

倉山の管理費を計上しておりまして、町の施設ということで、そこの部分の施設管理運営

費の名目でここにあり、また、１０目のほうの畜産業費は、町の畜産全般にわたる予算と

いうことで、この中で一つにできないかという部分につきましては、財政当局と予算につ

ての科目の統合とか、そういうのを協議しなければ、今のところ、できるできないの回答

は、ちょっと私からはできかねる状態であります。

以上であります。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町一

般会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

ここで、１０分間、暫時休憩します。

休憩 午前１１時０４分

再開 午前１１時１５分

○委員長（二ツ森圭吉君） 休憩を取り消し、会議を開きます。

次に、平成２１年度七戸町国民健康保険特別会計歳入歳出決算書の審査に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

２３６ページから２４９ページまでの歳入全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、歳出に入ります。

２５０ページから２６５ページまでの歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町国

民健康保険特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

次に、平成２１年度七戸町老人保健特別会計歳入歳出決算書の審査に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。
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２７８ページから２８５ページまでの歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町老

人保健特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

次に、平成２１年度七戸町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書の審査に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

２９５ページから３０３ページまでの歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町後

期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

次に、平成２１年度七戸町介護保険特別会計歳入歳出決算書の審査に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

３１４ページから３２５ページまでの歳入全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、歳出に入ります。

３２６ページから３４５ページまでの歳出全般にわたり発言を許します。

２番委員。

○委員（佐々木寿夫君） 介護保険のことについてお伺いしたいのですが、現在、特養

ホームに入れなかったり、あるいは、老健施設にも入れないという待機者はどれぐらいい

るか、ちょっとお伺いしたいのですが。

○委員長（二ツ森圭吉君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（田中順一君） それでは、お答えを申し上げます。

特養、あるいは老健への入所につきましては、入りたいという方、あの辺でもいっぱい

施設がございますけれども、まず、申し込みをすることになります。ですから、個人の施

設を出して大変申しわけないのですが、松風荘さんのほうに申し込みをします。それか

ら、ここである美土里荘さんのほうにも申し込みをします。それから、天寿園さんのほう

にも申し込みをしますということで、申し込みをしたい方は、入所したい方は、ありとあ

らゆるところに申し込みをするというのが、今、現状でございます。といいますのは、そ

ういうふうにしないとなかなか順番が回ってこないという状況でございますので、そうい

うふうに申し込みが重複していますけれども、うちのほうで２０年度のデータになります

けれども、それを実人数で把握しているのでは、大体２０人から３０人前後ではないのか

なというふうに把握してございます。

以上でございます。

○委員長（二ツ森圭吉君） ２番委員。
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○委員（佐々木寿夫君） 老健施設のほうには、待機者というのはないですか。

○委員長（二ツ森圭吉君） 健康福祉課長。

○健康福祉課長（田中順一君） お答えをします。

そこまでのデータというのは、うちのほうでは大変申しわけありませんが把握してござ

いません。

○委員長（二ツ森圭吉君） ２番委員。

○委員（佐々木寿夫君） 特養にも入れない、老健施設にも入ることができないというお

年寄りがいる場合に、家族の生活が大変になるわけで、この辺について対策を立てる必要

があるのではないかと私は思っています。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町介

護保険特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結いたします。

次に、平成２１年度七戸町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算書の審査に入りま

す。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

３５８ページから３６５ページまでの歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町介

護サービス事業特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

次に、平成２１年度七戸町七戸霊園事業特別会計歳入歳出決算書の審査に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

３７８ページから３８３ページまでの歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町七

戸霊園事業特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

次に、平成２１年度七戸町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書の審査に入ります。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

３９８ページから４０７ページまでの歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）
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○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町公

共下水道事業特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

次に、平成２１年度七戸町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書の審査に入りま

す。

質疑は、事項別明細書により行います。

これより、質疑に入ります。

４２２ページから４２７ページまでの歳入歳出全般にわたり発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町農

業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書の質疑を終結いたします。

次に、平成２１年度七戸町水道事業決算書の審査に入ります。

これより、質疑に入ります。

４３６ページから４４５ページまでの決算全般にわたる発言を許します。

１６番委員。

○委員（白石 洋君） 建設改良事業をされて、七戸地区と鳥谷部地区をドッキングさせ

たわけですよね。そのことによって、例えば水圧が下がるとか、あるいは、場所によって

は物すごい水圧がかかってきているのだと、そういう、いわゆる連結させることによって

不都合な点が出なかったかどうか、そういうことを１点。

それから、有収率の問題についても、かなり水道課で頑張っているのだなということが

よくわかります。昨年は７６.８％、それが７７.８％、１ポイントも上がったわけです

が、有収率を上げるということは大変なことなわけですから、今後に向けてもこの有収率

を８０％台まで上げるという努力を私はしなければいけないのではないかなというふうに

思っております。原因についても、昔からやられていた石綿管の問題等で、かなり有水量

の無駄が出ているなどという問題も出てきているわけでありますから、そういったことを

含めながら、改良工事をしながら、これをぜひ上げていっていただきたいなと思っている

のですが、そのことをどういうふうに思っておられるか。

それからもう一つは、給水の原価も、昨年は１４４円２８銭だったのが１３７円６４銭

というふうなことで、これはまたかなりの努力をされて原価を下げてきているわけですか

ら、 これもまたすばらしいことだなと思っているのですが、今後に向けて、例えば改良

工事等によって、いわゆる給水の原価をもう少し下げることができないかと、この３点に

ついてお伺いをしたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） 上下水道課長。

○上下水道課長（天間一二君） １６番委員の質問にお答えします。

まず、１点目の鳥谷部から七戸までのドッキングでつないだ間の影響で、水圧で困難し

たことはないかということなのですけれども、工事したことによって水圧による障害とい

うのはございませんでしたけれども、どうしても圧が高くなる部分で、その部分を注意し



－ 21 －

ながら施工した部分もありますので、ドッキングする際には十分その辺の注意もしながら

やりました。

あと、今、つないだことによって、天間林からの水が全部こちらのほうに来ているとい

うことではないので、つないで、今、そのまま中流しているという格好ですので、その水

圧による影響は今のところは出ていません。

あと、有収率ですけれども、４５１ページのほうに業務内容として上がっておりますと

おり、１ポイントほど上がっておりますけれども、今後も委員おっしゃるとおり、有収率

を上げて経営の安定化に努力していきたいと思います。また、漏水等が多々あって、うち

のほうで漏水確認とかをしておりますけれども、利用者のほうにも漏水を早急に修繕して

もらうような努力は今後も続けていきたいと思います。

それから、３点目の給水原価を下げることですけれども、当町で今後、給水原価を特別

下げるような努力、今後も委員おっしゃるように、職員一丸で努力してそういうふうにし

ていきたいと思います。石綿管、石綿セメント管の更新も、２１年度は２,０７０メー

ターほど施工していますけれども、今後、随時補助事業等を検討しながらでも事業として

取り組んでまいりたいと思います。よろしくお願いします。

以上です。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

６番委員。

○委員（田嶋弘一君） 長沢線と膝森線の水道のことで、ちょっとお聞きしたいと思いま

す。そこの地域には、天間地区でもちょうど境目になるのですけれども、そこがせっかく

合併して不便な点が私はあるように思えるのですよ。まず、私が調べたわけではない、聞

いたところによりますと、民家がありながら水道パイプが細いために消火栓がないという

話を聞きます。できれば、せっかく合併したのであるのですから、膝森線、長沢線に水道

を引っ張るためには、ほかの畑を持っていかなければならないと思うのですけれども、合

併とともに道路をつくるなり、消火栓の太いパイプを引っ張ってあげるべきかと思うので

すけれども、その辺の管は本当にどうなっているのですか。

○委員長（二ツ森圭吉君） 上下水道課長。

○上下水道課長（天間一二君） 長沢地区と膝森地区ですけれども、今、管はつながって

おりませんけれども、ちょっと管の種類とか、今現在ここにありませんので管の太さとか

はわかりません。後ほど調べて回答したいと思いますけれども、ドッキングするというこ

とはないかということの意味だと思うのですけれども、前担当課長も多分何回か答弁され

た経緯があるかと思いますけれども、国道３９４号を挟んで、今、施設があるところを、

あそこをドッキングできればという考えと、鳥谷部線をドッキングということと、それか

ら、倉岡方面のほうをドッキングという３点を前に多分お話しした経緯があると思います

けれども、今後そのようなことを検討しながら、取り組めるかどうかもあれですけれど

も、消火栓と布設できるかということになれば、総務課のほうとも関連してきますけれど
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も、管種、太さ等も調査しながら対応してきたいと思います。

以上でございます。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかにございませんか。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって平成２１年度七戸町水

道事業決算書の質疑を終結します。

それでは、議案第６５号全般にわたる発言を許します。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 質疑がありませんので、これをもって議案第６５号平成２１

年度七戸町各会計歳入歳出決算書の質疑を終結します。

これより、討論を行います。討論ありませんか。

討論がありますので、これより討論を行います。

初めに、原案に反対者の発言を許します。

２番。

○委員（佐々木寿夫君） 一般会計の決算に反対の立場から意見を申し上げます。

まず、一般会計の中で、私は大変評価できるのは、１２月から子供の医療費の無料化を

実現したことであります。これは現物給付であり、しかも、国保、社会保険などを含めて

無料化で、入院、通院等も無料ということですので、これは他の町村に比べても大変すぐ

れた制度で、これで町が国からのペナルティーを１,２００万円ほど交付金が減らされる

という中で、これを決心して行っているということは大変すばらしいことだと思っていま

す。こういう点では大変評価できるわけですが、私は、次の３点にわたって反対の理由を

述べてみたいと思います。

まず、一つは、職員の給与の問題であります。この間、人事院勧告が職員の給与をどん

どん下げてまいりました。平成２１年度の中でも、若い人の給与は上がっているのです

が、年齢が高い人の給与は下がってきて、給与全体としては非常に下がってきていると。

要するに、今、日本の国で経済を立て直すためには、内需の拡大が先なのに、内需を減ら

す、給与を下げるというのは経済の再建には合わないと、こういうものに七戸町も予算を

減らしたということが第１点です。

第２点目は、文化財保護費についてであります。これは、平成２１年度の文化財保護費

も施設の維持費は持ってありますし、二ツ森貝塚の検討委員会を立ち上げるということは

やっているのですが、文化財保護費としては保護の予算がない。これは平成２２年につい

ても同じなわけです。新駅周辺の整備でたくさんの負債を抱えることになるわけで、大変

難しいとは思いますが、この文化財保護の予算をつけていないというのは、大変私は賛成

できないと、このように思っています。さらに、きのうきょうとさまざまな問題点が指摘

されているので、この辺のことも含めて決算には反対させていただきたいと思います。

○委員長（二ツ森圭吉君） 次に、議案に賛成の方の発言を許します。



－ 23 －

１０番委員。

○委員（原子 孝君） それでは、私は、平成２１年度七戸町会計決算について、賛成の

立場で討論いたします。

２番委員に反発するつもりは毛頭ございませんけれども、２１年度の決算におきまし

て、先ほど２番委員が御指摘しました職員の給与、あるいは文化財保護費の予算がないと

いう点について御指摘されたようでありますけれども、第１点目、職員の給与でございま

すけれども、これは２番委員も申したとおり、人事院勧告でありましたから、これは全国

的に、県、市町村、国、すべてが右に倣えしている状況であると。したがって、これは当

町としてもやむを得ない措置であるというふうに我々は認識しております。

それから、２点目の文化財保護費の予算がないということで反対して意見を述べておら

れましたけれども、私どもが聞くには、何のためにないのかと、その御指摘がない。ただ

漠然と予算がないから反対だというふうに私は理解しました。したがって、本来であれ

ば、その予算に反対するのであれば、こういうものに使うためにもっと使ったらいいので

はないかということで、これに対して予算がないというのであれば、我々も理解できるの

でありますけれども、ただ、漠然と反対意見を述べていると。したがって、これらについ

て、私どもは反対するわけにはいきません。したがって、２番委員の御指摘した内容につ

いては、私は、この２１年度決算については賛成の立場で討論したいと、そういうふうに

思います。

したがって、同僚委員の皆さんの御賛同を得たいと、そういうふうに思っておりますの

で、ひとつよろしくお願い申し上げて私の賛成討論といたします。

○委員長（二ツ森圭吉君） ほかに討論はありませんか。

（「なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 討論がありませんので、討論を終結します。

これより、本案について採決します。

本案の採決は、起立採決とします。

本案に賛成の諸君の起立を求めます。

（賛成者起立）

○委員長（二ツ森圭吉君） 起立多数です。

したがいまして、議案第６５号平成２１年度七戸町各会計歳入歳出決算の認定について

は、原案のとおり承認すべきものと決定いたしました。

以上をもって、本委員会に審査付託されました事件はすべて終了いたしました。

お諮りします。

本委員会の報告書の作成等は、委員長に一任願いたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と全員呼ぶ）

○委員長（二ツ森圭吉君） 御異議ありませんので、報告書の作成等は委員長一任に決定
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いたしました。

これをもって、決算審査特別委員会を閉会します。

以上で、私の職務は終わりました。御協力まことにありがとうございました。

閉会 午前１１時４０分


